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ル(aberrant extra-large Ca2+ signals))．AxCaシグナル活動は遺伝子型，週齢に依存して増大し，またGFAP発現レ
ベルと相関した． 
 AxCa シグナルの発生機序を検証するため，Ca2+貯蔵に関与する SERCA への阻害作用をもつ Cyclopiazonic 
acid を投与したところ，AxCa シグナルはほぼ消失し，このシグナルが細胞内 Ca2+貯蔵依存性であることを明
らかにした．TTX (1µM)および各G蛋白共役型受容体 (GPCR) 拮抗薬の投与ではAxCaシグナルは抑制されず，
ニューロン活動電位や主要なGPCRには非依存性であった．次に，AxCaシグナルと病態との関連性を検討す
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